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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本内燃機関連合会(JICEF)／財団法人日本

規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査

会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 15550:2002，Internal combustion 

engines－Determination and method for the measurement of engine power－General requirements を基礎として用

いた。 

この規格の一部が，技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の

実用新案登録出願に抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会

は，このような技術的性質をもつ特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権，又は出願公開後の実用新

案登録出願にかかわる確認について，責任をもたない。 

JIS B 8003 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（参考）調整されない機関（事前設定された機関）の出力修正の例 
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日本工業規格          JIS 
 B 8003：2005 
 (ISO 15550：2002) 

内燃機関－機関出力の決定方法及び測定方法－ 
共通要求事項 

Internal combustion engines－Determination and method for  
the measurement of engine power－General requirements 

 
序文 この規格は，2002 年に第 1 版として発行された ISO 15550，Internal combustion engines－Determination 

and method for the measurement of engine power－General requirements を翻訳し，技術的内容及び規格票の様

式を変更することなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある“参考”は，原国際規格にはない事項である。 

 

1. 適用範囲  

1.1 この規格は，商取引を目的に生産する液体燃料又はガス燃料を用いる内燃機関の標準大気条件，出

力・燃料消費量・潤滑油消費量の表示及び試験方法について規定する。この規格は，次の機関に適用する。 

a) 往復動内燃機関（火花点火機関又は圧縮点火機関）。ただし，自由ピストン機関を除く。 

b) ロータリーエンジン 

これらの機関は，無過給機関，又は機械過給機若しくはターボ過給機を用いた過給機関である。 

1.2 この規格は，航空機を駆動する機関を除いた次のような用途のすべての往復動内燃機関に適用する。

また，用途によって括弧内に示す周辺規格がある（1.3 の参考を参照）。 

a) 一般機関用（JIS B 8002-1） 

b) 自動車用（ISO 1585 及び JIS D 1001） 

c) 二輪車用（ISO 4106） 

d) 農業用トラクタと機械用 

e) 土工機械用（JIS D 0006-1） 

f) 長さが 24 m 以下のボート類（JIS F 0405） 

この規格は，道路工事機械，土工機械及び産業用トラックに用いられる機関，並びに適用する日本工業

規格がないその他の機関に適用してもよい。また，機関製造業者の工場の台上測定及び現地測定に適用し

てもよい。 

1.3 個々の機関用途に対するそれぞれの要求事項は，関連する周辺規格（Satellite Standard）に規定する。 

ある特定の機関用途に対する要求事項を完全に規定するためには，この共通規格（Core Standard）は，

関係する周辺規格とともに適用しなければならない。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 


